
 

県連提出議題（代議員） 

 

Ⅰ 発表会・競技会 

１ （ 第 79回日本学校農業クラブ全国大会令和 10年度北海道大会における公開種目 

「家畜審査競技会（乳用牛の部、肉用牛の部」及び「農業情報処理競技会」実施基準 ）

について 

東北海道連盟 氏名：松下 剛士 

（提案内容とその理由） 

県連提出議題として、提案するのか、別議案として取り扱った方がよいのかわかりませんが、上記大会

で実施予定の公開種目の実施基準を提示したい。理由として、公開種目については日連が示す全国大会実

施基準に明確な実施基準がなく、令和８年度で提案することによって、令和８年度入学生以降のクラブ員

が出場を目指すために学習しやすい環境ができると判断し、このタイミングでの提案としたいと考えてい

るからです。指導教師からの提案内容である実施基準の補足説明があります。 

 

２ （ 意見発表・プロジェクト発表における生成ＡＩなどの使用 ）について 

               大阪府連盟 氏名：木村 一樹 

（提案内容とその理由） 

生成ＡＩなどで作成した文書は、意見発表やプロジェクト発表の際に使用することは可能か。意見発表

の原稿案を作成する際に、実際に使用してみると内容のある文章が出来上がった例があったため。 

 

３ （ 令和１１年度第８０回全国大会 福岡・大分共同開催 ）について 

福岡県連盟・大分県連盟 氏名：辻 彩花・馬場 充希 

（提案内容とその理由） 

令和１１年は九州ブロックの福岡県が全国大会の担当になっています。しかし福岡県では畜産および測

量について学べる学校が少ない現状があります。そのため、全国大会については近隣の大分県と共同開催

を行い、大分県に家畜審査競技および平板測量競技を担当していただきます。大会式典およびその他鑑定

競技等は福岡県で担当します。また、令和１９年度に九州ブロックが担当する全国大会が回ってきたとき

は、大分県で開催予定です。しかし、現在大分県の農業高校は９校あるが、そのうち８校が総合学科高校

であり、農業クラブ員数も少なく、全国大会事務局の担当を単独で担うことが難しい状況です。そのため、

令和１９年度は大分県がメインとして、福岡県と共同開催することで輪番の責務を果たすことができると

考えています。以上のことから、令和１１年度第８０回の全国大会は、福岡県と大分県の共同開催につい

て提案いたします。                             

ちなみにこのことについては、大分県および九州ブロックの代議員会・顧問教師会で承認済みです。 

 

Ⅱ 農業クラブ活動 

１ （ タンポポ調査の報告書 ）について            大分県連盟 氏名：馬場 充希 

（提案内容とその理由） 

経費削減のため冊子をやめて日連 HPでの掲載にしてはどうか？ 

 

 



 

Ⅲ その他 

１ （ 全国大会式典会場 ）について              長崎県連盟 氏名：市丸 果歩 

（提案内容とその理由） 

全国大会の式典会場が現在、入賞者とその他の生徒が、分けられてしまうのはなぜでしょうか。                                               

会場の都合上、難しいところもあるかもしれませんが、３年間農業高校で学んで目指した結果、入賞でき

なかったら、会場にすら入れないのはモチベーションが下がってしまいます。ぜひ、選手全員が同じ場所

で式典を迎えられる会場設定をお願いしたいと思います。 

 


